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地域協働演習A

和歌山城公園を地域住民に利用してもらうために

フィールドワーク
和歌山城において、市役所職員
の方と共に和歌山城を散策し、
魅力や課題点について調査した。
また、自分たち自身でも、現地
に赴き、地域住民にとって魅力
的に感じる部分を見つけ出そう
とした。

アイデア提案
和歌山城周辺は自然が豊かであるため、
季節によって姿が大きく変わることに
着目し、季節別の散歩コースを作成し
た。地域住民も利用しやすくするため
には、イベントといった期間限定のも
のではなく、いつでも楽しめるような
ものが良いと考えた。

発表と反省
市役所の方々にも発表を聞
いていただいた。当事者意
識に注意して活動したつも
りであったが、あまり地域
住民についての調査を行っ
ていなかったため、まだ当
事者意識が甘いと気付いた。

地域協働演習B・C

京橋親水公園の活用方法について

フィールドワーク
京橋親水公園を対象としたプロ
ジェクト全体でのフィールド
ワークを2回程度行った。また、
私はランチ時の利用を提案し、
チームメンバーと一緒に何度か
京橋親水公園において昼食を

とった。実際に地域住民の気持
ちになるため、周辺を何度も散
策し、当事者意識を持って活動
した。

アイデア提案・社会実験
ターゲットを周辺に勤める会社員とし、
周辺でテイクアウト可能なお店をピッ
クアップしたマップを公園のテーブル
に設置することで、周辺地域について
知ってもうことと公園の利用促進を
図った。社会実験では雨天のため、良
い結果は得られなかったが、実際に自
分たちのアイデアを実行に移すことで、
自分たちのアイデアの課題にも気付く
ことができた。

地域協働演習Adv.

地域住民との関わりを大切にするまちづくり
和歌山市の大新エリアを中心に空き家活用やイベントを開催するなどしてまちづくりを行っている
『Guesthouse Rico』にて「ゲストハウス運営とまちづくり」をテーマにインターンシップを行った。

インターンシップ内容
客室の清掃などの宿泊系の業
務や10月に開催された「In the 
ROOP」のイベントに協力した。
特に『大新散歩』では、周辺
地域のお店や企業に参加のお
願いなどもし、地域住民の
方々との交流を深めた。また、
けやきライトパレードのワー
クショップにも参加した。

学びと気づき
地域再生において、地域住民との関わりは大切
ということは学んでおり、そこをしっかり踏ま
えたまちづくりを行っていると気付いた。ゲス
トハウスには地域住民の方が挨拶をしに訪れる
こともあれば、町を歩いていると声をかけられ
ることもしばしばあった。Guesthouse Ricoを中
心に地域が活性化しているように感じられた。
地域住民と関わるきっかけが増えることで地域
住民同士も関わり、地域全体の雰囲気が良くな
ると気付いた。
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